
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
湾曲ノズル形状に形成され、観察用対物カバーガラスの外表面にノズル口を向けて洗浄用
水及び／または空気を吹き付ける内視鏡の観察窓洗浄用ノズルにおいて、
内面を金被膜にしたことを特徴とする内視鏡の観察窓洗浄用ノズル。
【請求項２】
前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプの内面に金を接合することにより形
成したものであることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の観察窓洗浄用ノズル。
【請求項３】
前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプの内面に金を加圧接合させて該パイ
プの内面を金張りするようにして形成したことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡の観
察窓洗浄用ノズル。
【請求項４】
観察窓洗浄用ノズルの内面を金張りする観察窓洗浄用ノズルの製造方法であって、
直線的なパイプ状態で金チューブをパイプに挿入し、該金チューブを該パイプに加圧接合
して該パイプの内面に金張り層を形成する第１の工程と
内面に前記金張り層が構成された前記パイプを曲げることで観察窓洗浄用ノズルに形成す
る第２の工程と、
を具備したことを特徴とする内視鏡の観察窓洗浄用ノズルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、湾曲ノズル形状に形成され、観察用対物カバーガラスの外表面にノズル口を向
けて洗浄用水及び／または空気を吹き付ける内視鏡の観察窓洗浄用ノズル及びその製造方
法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、細長の挿入部を体腔内に挿入することにより、体腔内臓器などを観察する医療用の
内視鏡が広く利用されている。
【０００３】
このような内視鏡では、観察用対物カバーガラスに付着した体液を除去するため、該観察
用対物カバーガラスの外表面に観察窓洗浄用ノズルのノズル口を向けて洗浄用水や空気を
吹き付けることができるように構成している。
【０００４】
このような従来の観察窓洗浄用ノズルは、パイプの一端面を扁平に形成し、その先端をノ
ズル口とすると共に、端部を滑らかに湾曲させることで製造していた（例えば、特許文献
１参照）。
【０００５】
【特許文献１】
特開平６－２３７８８８号公報（第２－３頁、図１－７）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルでは、パイプの一端面を扁平に形成し、そ
の先端をノズル口とすると共に、端部を滑らかに湾曲させることで製造しているので、前
記パイプの内面は成形による組成変形によって皺やクラックが発生し、この状態で内視鏡
を使用すると、体内の汚物が前記皺やクラックに付着し、そのまま放置すると、汚物がそ
の部分に固着・固化し、内視鏡のレンズ面に対し洗浄液を噴射できなくなり、鮮明な画像
を見ることが出来なくなるという問題があった。
【０００７】
本発明は、前記事情に鑑みてなされたものであり、内面に汚物が付着するのを防止できる
内視鏡の観察窓洗浄用ノズルを提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するため請求項１に記載の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルは、湾曲ノズル形
状に形成され、観察用対物カバーガラスの外表面にノズル口を向けて洗浄用水及び／また
は空気を吹き付ける内視鏡の観察窓洗浄用ノズルにおいて、内面を金被膜にしたことを特
徴とする。
【０００９】
請求項２に記載の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルは、請求項１に記載の内視鏡の観察窓洗浄
用ノズルであって、前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプの内面に金を接
合することにより形成したものであることを特徴とする。
【００１０】
請求項３に記載の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルは、請求項２に記載の内視鏡の観察窓洗浄
用ノズルであって、前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプの内面に金を加
圧接合させて該パイプの内面を金張りするようにして形成したことを特徴とする。
【００１１】
請求項４に記載の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルの製造方法は、観察窓洗浄用ノズルの内面
を金張りする観察窓洗浄用ノズルの製造方法であって、直線的なパイプ状態で金チューブ
をパイプに挿入し、該金チューブを該パイプに加圧接合して該パイプの内面に金張り層を
形成する第１の工程と、内面に前記金張り層が構成された前記パイプを曲げることで観察
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窓洗浄用ノズルに形成する第２の工程と、を具備したことを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
（第１の実施の形態）
図１乃至図３は本発明の第１の実施の形態に係り、図１は観察窓洗浄用ノズルを使用した
直視型内視鏡における内視鏡先端部の断面図、図２は観察窓洗浄用ノズルの断面図、図３
は観察窓洗浄用ノズルのノズル口側から見た外観図である。
【００１３】
（構成）
図１において、符号１１は直視型内視鏡における細長い挿入部１の先端側に配設された内
視鏡先端部である。
【００１４】
内視鏡先端部１１は、本実施の形態の要部となる観察窓洗浄用ノズル１２と、金属等の硬
質部材よりなる先端本体部１３と、観察用対物カバーガラス１４と、照明用カバーガラス
１５と、対物レンズ１６と、観察光伝達用光学繊維束１７と、照明光伝達用光学繊維束１
８とを含んで構成されている。
【００１５】
この内視鏡先端部１１の先端本体部１３は金属等の硬質部材よりなる。先端本体部１３の
外周には、フード１９が着脱自在に取り付けられている。前記フード１９は、遮光部２０
が先端本体部１３の先端面４０の周囲において突き出している。
【００１６】
前記先端本体部１３の先端面４０には、観察用対物カバーガラス１４及び照明用カバーガ
ラス１５が並んで設置されている。そして、先端本体部１３における前記観察用対物カバ
ーガラス１４の内側には、観察光学系としての対物レンズ１６が設置されている。対物レ
ンズ１６は、観察光伝達用光学繊維束１７の端面に観察像を結像させる。また、先端本体
部１３における照明用カバーガラス１５の内側には、照明光伝達用光学繊維束１８の端面
が設置されている。
【００１７】
一方、先端部本体１３は、送気・送水チャンネル開口部２９を有する。
【００１８】
送気・送水チャンネル開口部２９の内視鏡先端側の管路孔３０には観察窓洗浄用ノズル１
２が取り付けられる。これにより、先端本体部１３におけ観察用対物カバーガラス１４の
側方には、その外表面にノズル口２１を向けた前記観察窓洗浄用ノズル１２が設置されて
いる。
【００１９】
送気・送水チャンネル開口部２９の内視鏡基端側は二股に分岐し２つの管路孔３１，３２
となっている。２つの管路孔３１，３２はそれぞれ送水管路３３と送気管路３４の先端側
となっている。
【００２０】
管路孔３１の内視鏡基端側には送水管路３３の固定パイプ３５が取り付けられる。固定パ
イプ３５の内視鏡基端側には送水管路３３の送水チューブ３７が例えば固定糸によって固
定されている。
【００２１】
管路３２の内視鏡基端側には送気管路３４の固定パイプ３６が取り付けられる。固定パイ
プ３６の内視鏡基端側には送気管路３４の送気チューブ３８が例えば固定糸によって固定
されている。
【００２２】
このような構造により、観察窓洗浄用ノズル１２は、先端本体部１３内の送水管路３３と
送気管路３４に連結されていて、これから洗浄水及び空気の供給を選択的に受けて前記観
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察用対物カバーガラス１４の表面に吹き付けられるようになっている。尚、この場合の送
水及び送気は内視鏡の手元側操作部における弁切り替え操作によって行われる。即ち、送
水時においては、送水管路３３を通じて送り込まれた洗浄用水を観察窓洗浄用ノズル１２
により観察用対物カバーガラス１４の表面に吹き付けることにより、その観察用対物カバ
ーガラス１４の表面に付着している血液や粘液などの異物を洗浄する。この送水停止後、
今度は送気管路３４を通じて送り込まれる空気を観察窓洗浄用ノズル１２により観察用対
物カバーガラス１４の表面に吹き付けてその表面に残っている水分を除去乾燥させる。
【００２３】
次に、前記観察窓洗浄用ノズル１２を具体的に説明する。
図２及び図３で示すように、前記観察窓洗浄用ノズル１２は、基本構造として例えばステ
ンレス合金製のパイプ２２の一端を扁平に成形し、その先端をノズル口２１とすると共に
、その端部を滑らかに湾曲させることにより、成形したものである。つまり、パイプ２２
内によって形成される流路２３は、９０度以上の角度で湾曲して成り、パイプ２２を図１
の内視鏡先端部１１に取り付けた時、そのノズル口２１が図１の観察用対物カバーガラス
１４の表面に向くようになっている。
【００２４】
更に、この観察窓洗浄用ノズル１２は、パイプ２２の扁平な端部を横向きに滑らかに湾曲
させることにより、その流路２３の内面は連結的に滑らかな曲面によって形成される。
【００２５】
しかし、パイプ２２の流路２３の内面は一見滑らかな曲面に形成されているように見える
が、実際の湾曲加工の際に内面に応力が集中し、曲面部には皺またはクラックが生じ、こ
のままでは、体腔内の汚物が前記皺またはクラックに固着し、洗浄液の送水が前記汚物で
阻止され、図１の内視鏡先端部１１の観察用対物カバーガラス１４を確実に洗浄すること
が出来なかった。
【００２６】
そこで、本実施の形態では、観察窓洗浄用ノズル１２の内面に汚物が固着しないようにす
るため、パイプ２２の内面に金チューブ２４を取り付け、この金チューブ２４とパイプ２
２を加圧固着して、観察窓洗浄用ノズル１２の内面に金皮膜を加工形成している。
【００２７】
このような構造により、内視鏡の観察窓洗浄用ノズル１２は観察用対物カバーガラス１４
の外表面にノズル口２１を向けて洗浄用水及び／または空気を吹き付ける。
【００２８】
内視鏡の観察窓洗浄用ノズル１２は、内面を金被膜にしている。
前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプ２２の内面に金を接合することによ
り形成したものである。
【００２９】
さらに詳しくいえば、前記金薄膜は、金チューブ２４を湾曲ノズル形状に形成したパイプ
２２に加圧接合させて観察窓洗浄用ノズル１２の内面を金張りするようにして形成したも
のである。
【００３０】
（作用）
このような第１の実施の形態では、観察窓洗浄用ノズル１２の内面に金皮膜を加工形成す
ることで、観察窓洗浄用ノズル１２のパイプ２２の内面に発生した皺またはクラックを金
コートで塞ぐことができ、内面が全体的に平滑な面で構成され、パイプ２２の内面に発生
した皺やクラックに体内の汚物が付着するのを防止できる。また、観察窓洗浄用ノズル１
２の内面を金張りにしたことで、ノズル内面の水滴が水玉状になり、これによりノズル内
面に汚物が固着しづらくなる。
【００３１】
（効果）
このような第１の実施の形態の観察窓洗浄用ノズル１２によれば、パイプ２２の内面に発
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生した皺やクラックに体内の汚物が付着するのを防止できるので、体腔内の汚物が留まる
ことがなく、内視鏡先端部１１の観察用対物カバーガラス１４を確実に洗浄出来る。
【００３２】
図４は本発明の第２の実施の形態の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルの製造方法を示す説明図
である。
【００３３】
（構成）
第２の実施の形態の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルは、図４に示すように、第１の工程にお
いて、直線的なパイプ５２に金チューブ５４と取り付け、この金チューブ５４を、直線的
なパイプ５２内面に加圧固着させて金皮膜による金張り層を形成加工した後、第２の工程
において、図３のパイプ２２ようにパイプ５２の一端を扁平に成形し、その先端を図３の
ノズル口２１と同様の形状に形成すると共に、その端部を滑らかに湾曲させることにより
成形するようにしている。
【００３４】
（作用）
第２の実施の形態において、金チューブ５４による金皮膜は柔軟性に富み、パイプ５２と
ともに湾曲加工しても皺やクラックはなかなか発生しない。
【００３５】
（効果）
第２の実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様の効果が得られるとともに、パイプ
５２の内面に金皮膜による金張り層を形成加工した後に湾曲形成する製造方法により、安
定した金被膜を形成した観察窓洗浄用ノズルを大量に製造することが出来る。また、観察
窓洗浄用ノズルの第１の実施の形態より原価も安く出来る。
【００３６】
尚、図１乃至図４に示した第１の実施の形態は、観察窓洗浄用ノズルを、観察光学系によ
り結像した光学像を観察光伝達用光学繊維束により内視鏡挿入部の基端側に伝送する光学
式内視鏡用の観察窓洗浄用ノズルに適用したが、観察光学系により結像した光学像を撮像
素子と電気配線により内視鏡挿入部の基端側に伝送する電子式内視鏡用の観察窓洗浄用ノ
ズルに適用してもよい。
【００３７】
［付記］
以上詳述したような本発明の前記実施の形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００３８】
（付記項１）　湾曲ノズル形状に形成され、観察用対物カバーガラスの外表面にノズル口
を向けて洗浄用水及び／または空気を吹き付ける内視鏡の観察窓洗浄用ノズルにおいて、
内面を金被膜にしたことを特徴とする内視鏡の観察窓洗浄用ノズル。
【００３９】
（付記項２）　前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプの内面に金を接合す
ることにより形成したものであることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡の観察窓洗浄
用ノズル。
【００４０】
（付記項３）　前記金被膜は、前記湾曲ノズル形状に形成したパイプの内面に金を加圧接
合させて該パイプの内面を金張りするようにして形成したことを特徴とする付記項２に記
載の内視鏡の観察窓洗浄用ノズル。
【００４１】
（付記項４）　湾曲ノズル形状に形成され、観察用対物カバーガラスの外表面にノズル口
を向けて洗浄用水及び／または空気を吹き付ける内視鏡の観察窓洗浄用ノズルにおいて、
湾曲ノズル形状に形成したパイプと、
このパイプの内面に形成した金被膜と、
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を具備したことを特徴とする内視鏡の観察窓洗浄用ノズル。
【００４２】
（付記項５）　観察窓洗浄用ノズルの内面を金張りする観察窓洗浄用ノズルの製造方法で
あって、
直線的なパイプ状態で金チューブをパイプに挿入し、該金チューブを該パイプに加圧接合
して該パイプの内面に金張り層を形成する第１の工程と
内面に前記金張り層が構成された前記パイプを曲げることで観察窓洗浄用ノズルに形成す
る第２の工程と、
を具備したことを特徴とする内視鏡の観察窓洗浄用ノズルの製造方法。
【００４３】
【発明の効果】
以上述べた様に本発明によれば、観察窓洗浄用ノズルの内面に汚物が付着するのを防止で
きるので、観察窓洗浄用ノズルに体腔内の汚物が留まることがなく、内視鏡先端の観察窓
を確実に洗浄出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る観察窓洗浄用ノズルを使用した直視型内視鏡に
おける内視鏡先端部の断面図。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る観察窓洗浄用ノズルの断面図。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る観察窓洗浄用ノズルのノズル口側から見た外観
図。
【図４】本発明の第２の実施の形態の内視鏡の観察窓洗浄用ノズルの製造方法を示す説明
図。
【符号の説明】
１　　　　　　…挿入部
１１　　　　　…内視鏡先端部
１２　　　　　…観察窓洗浄用ノズル
１３　　　　　…先端本体部
１４　　　　　…観察用対物カバーガラス
１５　　　　　…照明用カバーガラス
１６　　　　　…対物レンズ
１７　　　　　…観察光伝達用光学繊維束
１８　　　　　…照明光伝達用光学繊維束
２２　　　　　…パイプ
２３　　　　　…流路
２４　　　　　…金チューブ
２９　　　　　…送気・送水チャンネル開口部
３３　　　　　…送水管路
３４　　　　　…送気管路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(7) JP 3639577 B2 2005.4.20



フロントページの続き

    審査官  門田　宏

(56)参考文献  特開平１１－９９１２２（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５５－１０６１３４（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－５１１４１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              A61B  1/00 - 1/32

(8) JP 3639577 B2 2005.4.20



专利名称(译) 内窥镜的观察窗清洁喷嘴及其制造方法

公开(公告)号 JP3639577B2 公开(公告)日 2005-04-20

申请号 JP2002368892 申请日 2002-12-19

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司
有限会社清田制作所

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司
有限会社清田制作所

[标]发明人 松本潤
清田茂男

发明人 松本 潤
清田 茂男

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.300.Q G02B23/24.A A61B1/00.332.A A61B1/015.511 A61B1/12.530 A61B1/12.531

F-TERM分类号 2H040/DA57 2H040/EA01 4C061/AA00 4C061/BB02 4C061/CC00 4C061/DD00 4C061/FF39 4C061
/HH02 4C061/JJ06 4C161/AA00 4C161/BB02 4C161/CC00 4C161/DD00 4C161/FF39 4C161/HH02 
4C161/JJ06

代理人(译) 伊藤 进

审查员(译) 门田弘

其他公开文献 JP2004195025A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题防止污染物附着在喷嘴内表面上以清洁观察窗。 解决方
案：观察窗清洁喷嘴12通过使由例如不锈钢合金制成的管22的一端变平
而形成，管22的远端用作喷嘴开口21并且平滑地弯曲其端部，一个在其
中。由管22的内部形成的流动通道23以90度或更大的角度弯曲，并且当
附接到内窥镜的远端部分时，喷嘴口21指向物镜盖玻璃的表面用于观察
它有。金管24安装在观察窗清洁喷嘴12的内表面上，以便不粘附污垢，
并且金管24和管22被压制和固定以形成金涂膜。 .The

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/64e071c3-52fc-4215-a45b-daa8c487977e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032765334/publication/JP3639577B2?q=JP3639577B2

